
 

中中
山山
間間
地地
域域
等等
直直
接接
支支
払払
制制
度度
とと
はは
？？  

 

農
業
・
農
村
は
、
単
に
食
糧
を
供
給

す
る
だ
け
で
な
く
、
農
業
生
産
活
動
を

通
じ
「
国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
か
ん

養
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、
国
民
に
保

健
休
養
の
場
を
提
供
す
る
」
な
ど
、
多

面
的
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

中
山
間
地
域
等
で
は
平
地
地
域
と
比
較

し
て
農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
が

あ
る
た
め
、
担
い
手
の
減
少
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
等
に
よ
り
、
多
面
的
機
能

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
、
農
業
の
生
産
条
件
が
不

利
な
中
山
間
地
域
等
を
支
援
す
る
た
め

に
農
業
生
産
活
動
の
維
持
・
多
面
的
機

能
の
確
保
す
る
観
点
か
ら
平
成
26
年

度
ま
で
の
第
３
期
対
策
に
引
き
続
き
、

平
成
27
年
度
よ
り
５
カ
年
の
対
策
（
第

４
期
対
策
）
と
し
て
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

平成 28年度に町が認定した集落の概要 

集落協定名 中山間わっさむ集落 

協定農用地面積 田急傾斜 田緩傾斜 畑緩傾斜 

1,335.4ha 139.4ha 1,041.5ha 154.5ha 

交付金総額 共同取組活動内訳 

117,994千円 

内訳：個人配分   69,126千円 

   共同取組活動 48,868千円 

農業生産活動等 6,420千円 

多面的機能増進 16,946千円 

農業生産活動等の体制整備 23,864千円 

事務委託料等 1,639千円 

 

中中
山山
間間
地地
域域
等等
直直
接接
支支
払払
制制
度度
でで  

どど
んん
なな
ここ
とと
をを
しし
てて
いい
るる
のの
？？

 

 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
活
用
し

て
多
面
的
機
能
の
保
全
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

具
体
的
な
取
組
と
し
て･･･ 

○
農
業
生
産
活
動 

・
水
路
、
農
道
の
草
刈
り
及
び
清
掃 

○
多
面
的
機
能
を
増
進
す
る
活
動 

・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
に
よ
る
景
観
美
化 

○
生
産
性
、
収
益
の
向
上
に
関
す
る
取
組 

・
水
稲
の
適
期
防
除
に
よ
る
高
品
質
米
生
産 

○
担
い
手
の
育
成
・
支
援
に
関
す
る
取
組 

・
農
業
技
術
の
習
得
・
向
上
の
た
め
の
研
修 

 

な
ど
、
他
に
も
様
々
な
取
り
組
み
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
を
防
ぐ
支
援

と
し
て
、
共
同
作
業
を
行
う
た
め
の
農
業
機

械
の
購
入
や
、
地
力
保
全
の
た
め
の
簡
易
基

盤
整
備
と
い
っ
た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

単価と傾斜基準 

  急傾斜地(10a) 緩傾斜地(10a) 

田 
斜度要件 1/20以上 1/100 ～ 1/20 

交付金額 21,000円 8,000円 

畑 
斜度要件 15度以上 8 ～ 15度 

交付金額 11,500円 3,500円 

草

地 

斜度要件 15度以上 8 ～ 15度 

交付金額 10,500円 3,000円 

 

 

 


